
 

 

 

 

老朽化が進む海田東小学校校舎を建て替えるに当たり，その基本的な方向性をまとめた

基本構想を策定しました。同学年・異学年交流を促進する場となるよう学校図書館を学び

の中心として整備するほか，校舎内に児童一人ひとりが過ごし方を選べる多様な居場所を

整備するなど，子供たちにとって魅力的で居心地の良い空間を創ることで，子供たちが

「明日また行きたい学校」と思える学び舎を目指します。 

基本構想の詳細は別添の概要版などをご覧ください。 
 

◆ 海田東小学校の概要 

 【創立年】 

  明治７年（1874年） 

 

 【学級数・児童数】（令和６年５月１日現在） 

  23学級（通常学級 18学級，特別支援学級５学級），527名 

 

 【建替対象施設】 

施設名 本館 新館 給食室 

築年数 60年 53年 25年 

構造・ 

階数 

RC造 

３階 

RC造 

３階 

S造 

１階 

延床面積 2,973㎡ 1,385㎡ 273㎡ 

  

◆ 海田東小学校が所在する海田東地区の特徴 

 近年，同地区はマンションや戸建て住宅の建設が進み，人口は増加傾向にあり，海田東

小学校の児童数も同様に増加傾向にあります。（海田東小学校児童数：H22 456人⇒R6 

527人） 

 また，現在，新たな交通拠点となる新駅の誘致の実現可能性について検討を進めている

ところであり，今後，土地利用や交通体系などの都市構造の変化が見込まれます。 
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海田東小学校校舎建替基本構想を策定しました。 
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【参考：海田東小学校 学校施設配置図】 




















































